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要　　旨

　本研究は、教員による遠隔実習の振り返りと受講した学生の受け止めを明らかにし、今後の遠隔授業展

開への示唆を得ることを目的とした。学生の授業改善アンケートの自由記述と担当教員の記述を分析対象

とし、KHCoder による計量テキスト分析を行った。結果、教員は学生の体験や実践に主眼を置き授業内

容や実習に近づけるための工夫をしていた。学生は、【自分で調べた学習成果を学生同士で共有できた】 
や、 【カンファレンスでのグループメンバーとの意見交換で学ぶ】と受け止めていた。演習・実習科目とも、

学生と教員間の学びの共有と学生間の交流が重要である点が共通していた。以上より遠隔授業でも双方向

のコミュニケーションを実現することが重要であることが示唆された。同時に、１年生には学生間の交流

の機会として対面授業の位置づけを認識すること、実習科目では対象者や場との相互作用を意識した遠隔

実習の検討も必要であることが考えられた。
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Ⅰ．はじめに

　2020年３月から５月にかけて、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大防止を目的として、多くの

大学では臨時休校を余儀なくされ、ICT を活用

した遠隔・オンライン教育への取り組みが実施さ

れた［１，２］。

　本学においても、感染拡大防止の観点と教育・

研究という大学の社会的役割を継続すべく遠隔授

業の導入が急速に進められた。本学ではコロナ禍

以前より学習管理システムLearning Management 
System（以下 LMS とする）を整備し、2020年４

月より全学的な運用が計画されていたが、本学科

は ICTの教育への利活用の状況は他学科と比べ大

きく出遅れていた。そのため看護学科教員の多く

は LMS をはじめ、Web 会議システムや動画共有

サービスを備えた Microsoft Teams（以下 Teams
とする）等の操作の習得が急務となった。平行し

て遠隔授業の講義動画の録音や、他方では臨地実

習の代替の学内実習の準備・調整に追われた。

　その後長期の臨時休校が解除されると、対面授

業を再開させる大学や演習科目等を中心に「対

面・遠隔のハイブリッド型」に移行する大学が目

立ってきた［３，４］。本学でも対面授業が再開さ

れたが、2021年度も未だにコロナ禍の収束の見通

しが立たない中、遠隔授業と対面授業を組み合わ

せたハイブリッド型授業を継続している。

　コロナ禍は教員には感染拡大防止のための遠隔

授業中心の授業形態へのシフトチェンジを求め、

また学生には外出自粛やキャンパスでの交流の規

制を課した。このことにより教員にも学生にも多

くの混乱と負担を与えたことがマスコミ等で報道

されている［５，６］。

　こうした状況の中、遠隔授業のメリットとデメ

リット等に関する研究調査結果が報告されている

［７］。遠隔授業のメリットとして「時間と空間

の制限なく実施可」、「学生自身のペースで学習で

きる」、「何回も繰り返して視聴できて理解度を高

Abstract

　The purpose of this study was to clarify the nursing instructor’s review of remote and online 
teaching and the reaction of nursing students who took the classes, and to obtain useful suggestions 
for future development of distance learning. KH Coder was used for analyzing the data. The open-
ended survey questions of the nursing student’s questionnaire and the description of the nursing 
instructors in charge of the subject were analyzed. As a result, the nursing instructors devised lessons 
that emphasized the students’ experiences and practices, and were devised so that the nursing 
students could have the same experience as the clinical practicum. Also, the reaction of nursing 
students included: (a)Sharing the learning outcomes that the nursing students have researched with 
other nursing students and (b)Learned about the course topics through exchanges of opinions with 
group members at conferences. The following two points were common to the exercises and practical 
training. It is important to share what had been learned between nursing students and instructors 
and for the students to interact with each other. Therefore, it was suggested that interactive 
communication is important in remote and online teaching settings. In addition, the following two 
points were considered: first instructors need to recognize that face-to-face classes are important for 
first-year nursing students as an opportunity for interaction between students. Secondly, during the 
practical training, it is necessary for nursing students to consider remote and online teaching in 
which the instructors are cognizant that the nursing students will actually interact with the people 
and locations in the field during the practical training.

表１　タイトル
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めることができる」、「自宅でリラックスして受講

できる」、「大人数で受講することに抵抗感のある

学生にとっては福音」等があり、デメリットとし

て「演習、実習はオンラインでは限界がある」、「学

生が理解できていないちょっとしたことをその場

でサポートできない」、「１年生はせっかく大学に

入ったのに友達もできない」、「対人コミュニケー

ションが不十分」、「集中力が続かない」等が指摘

されている［７，８］。また杉村は大学生が抱く困

難さをともなう感情に焦点をあて、遠隔授業にお

ける学生の困難感を「課題に対する不安感・切迫

感」、「孤独感や情報の少なさ」、「学習意欲・動機

の減退」、「ネット環境不備やスキルの低さ」、「学

習教材・内容への不満感」の5つに分類している

［９］。

　看護系大学でも同様にコロナ禍における遠隔授

業に関する研究調査結果が報告されているが［10

－17］、３年課程の短期大学や専門学校の看護学

科での遠隔授業を研究対象とした研究はまだ見受

けられない。

　当初、緊急措置として導入した遠隔授業である

が、コロナ禍の収束後もニューノーマルな教育の

形として対面授業と併用されていくことが予測さ

れる中、本学科における遠隔授業の実際を明らか

にすることは今後のより効果的な遠隔授業の展開

を検討する上で不可欠と考える。

　本研究では2020年度に遠隔授業を導入した課題

探究ゼミナールⅠ、基礎看護技術Ⅳ、精神看護学

実習、在宅看護論実習の４科目を対象として遠隔

授業の実践を振り返った。

　なお本研究における遠隔授業とは、LMS や

Teams を利用し学生が自宅で受講するオンデマ

ンド型やリアルタイム型の遠隔講義・演習・実習

の総称を指す。

Ⅱ．研究目的と意義

　2020年度に実施した遠隔授業の実践を振り返

り、教員が授業で工夫した点および改善点と、受

講した学生の受け止めを明らかにすることを目的

とする。これにより今後のより効果的な遠隔授業

展開への示唆が得られると考える。

Ⅲ．研究方法

１．研究対象

　１）研究対象科目

　 　2020年度に遠隔授業を導入した科目で FD 委

員会が実施した授業改善アンケート結果（以下

授業評価とする）のうち、学生の満足度を示す

と判断した質問項目⑴⑵の評価が4.8以上（５

段階評価）であり、自由記述の回答が複数得ら

れた４科目とした。２科目は１年生を対象とし

た演習科目で、他２科目は３年生を対象とした

実習科目であった。

　　⑴ 　演習科目の質問：「この授業を総合的に

判断すると良い授業だと思いますか」

　　⑵ 　実習科目の質問：「実習を通して、自己

の課題が明確になりましたか」

　 　なお授業評価が高い科目を研究対象とした理

由は、学生の満足度や達成感が高い科目の授業

実践を振り返ることで、今後の授業展開の手が

かりが得られると考えたためである。

　２）分析対象

　　⑴　分析科目の授業実践の概要

　　 　分析前の準備として、４科目の授業実践と

授業概要を明示し、共同研究者間で相互理解

を図るための資料とした。

　　⑵　教員の分析データ

　　 　４科目の担当教員の「令和２年度後期授業

改善アンケートの結果を受けて（回答）」の

自由記述と、「遠隔授業を実施する上で工夫

した点・改善点」の自由記述を対象とした。

　　⑶　学生の分析データ

　　 　４科目の授業評価は LMS 上で実施され

た。各科目の回答率は、課題探究ゼミナー

ルⅠが95.6％、基礎看護技術Ⅳは27.8％、精

神看護学実習は86.7％、在宅看護論実習は

76.4％であった。

　 　授業評価のうち、演習科目の「良かったと思

う点」、「良くなかったと思う点、改善すべき

点」、「遠隔授業が行われた場合は、受講した感
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想や意見」の質問項目と、実習科目の「良かっ

たと思う点」、「改善して欲しい点」の質問項目

に対する自由記述を対象とした。なお、実習科

目の授業評価では「遠隔授業が行われた場合

は、受講した感想や意見」の質問項目は設定さ

れていない。

２．分析方法

　教員と学生の分析データを、演習科目と実習科

目に分類し、KHCoder（khcoder －3b03c.exe）
を用いて計量テキスト分析を行った。この分析方

法は質的データを数値化することで計量的に分析

する方法であり、信頼性・客観性を向上させる利

点がある［18，19］。はじめにデータのクレンジ

ングを行い、誤字の修正及び表記ゆれを統一し抽

出語リストを作成した。抽出語同士のつながりを

みるために共起ネットワークを描画した。さらに

共起関係の強弱をみるために Jaccard 係数を示

した。Jaccard 係数は０から１までの値をとり、

１に近づくほど関連が強いことを意味する。分析

を進めるにあたり、それぞれの語がどのように使

用されているのかを分析データに戻り確認した。

　分析には演習科目の担当教員３名と実習科

目の担当教員２名に加え、質的内容分析及び

KHCoder による計量テキスト分析の経験のある

２名の教員が加わった。

３．倫理的配慮

　学生の分析データは匿名性が担保された授業評

価の自由記述内容を使用した。また教員の分析

データは４科目の担当教員全員が本研究に研究者

として参加し、その使用を承諾したものである。

Ⅳ．結　果

　教員の自由記述では演習科目78件、実習科目46

件を分析対象とした。学生の自由記述では「特に

なし」、「なし」、「ありません」を除いた演習科目

26件、実習科目57件を分析対象とした。

１．2020年度の授業実践の振り返り

　４科目の授業の工夫点に着目し授業実践を振り

返った。授業概要を表１に示す。

　１）演習科目

　　⑴　課題探究ゼミナールⅠ

　　 　教員と学生の双方向性を担保するため、遠

隔演習では、講義動画と授業資料に記載例を

多用して説明したり、LMS のフィードバッ

ク機能で授業の感想や質問を受け付けた。ま

た、学生の主体的な学習を促すために、テー

マは学生自身が興味・関心のあるものを選択

し、調べる方法やスケジュールを学生が計画

するようにした。学びの共有と学生同士の交

流を促す目的で、学生から質問があると、ク

ラス全体で共有するようにした。また、対面

演習では、アイスブレイクとしてゲームを実

施し、教員も参加した。

　　⑵　基礎看護技術Ⅳ

　　 　教員と学生の双方向性を担保するために、

遠隔演習や事前学習には、各種オンライン

サービスの映像教材を活用し、学生が自宅で

動画を視聴しながら個人ワークを行えるよう

にした。また、学生の主体的な学習を促すた

め、ワークシートに、遠隔演習の感想や気づ

きを書き込む記載欄を設けたり、対面演習に

各自が目標を立てて臨み、演習後に自己評価

を行うようにした。

　２）実習科目

　　⑴　精神看護学実習

　　 　教員と学生の双方向性の担保と学びの共有

のために、遠隔実習で学生は教員の演じる模

擬患者と関わり、プロセスレコードを記載し

た。学生の主体的な学習を促すために、精神

疾患患者の看護に関する教育用動画を視聴し

グループでディスカッションを行った後、学

生は個々に紙上事例を展開した。対面実習の

展開では、実習室で身体拘束演習を行い学生

は患者体験をした。

　　⑵　在宅看護論実習

　　 　教員と学生の双方向性の担保と学びの共

有のために、実習時間中は随時、Teams の

表１　タイトル
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表１　授業概要（2020年度看護学科シラバスと遠隔授業導入後）

〈当初予定〉2020年度授業概要

科目名／
対象学年

課題探究ゼミナールⅠ／１年次 基礎看護技術Ⅳ／１年次 精神看護学実習／３年次 在宅看護論実習／３年次

授業の概要
（シラバス）

プロジェクト（目標を達成する
構想）学習などを取り入れなが
ら、課題解決力やクリティカル
シンキングを身につけ、自ら学
べる力を養う。プロジェクト学
習とポートフォリオの基本につ
いて学ぶ。

診療援助技術として、与薬の技
術、創傷管理技術、排泄異常時
の援助技術について学ぶ。看護
技術の科学的根拠と正確な方法
を理解して実施できる能力を身
につける。

対象者との関わりを通してここ
ろを病むということを理解し、
対象者が抱える問題を共有する
中で考えられる看護を実践でき
る基礎的な能力を身につける。
また関わりを通して自己理解を
深め洞察できる能力を養う（一
部略）。

在宅看護を実践している訪問看
護ステーションや在宅看護に関
係する施設での実習を通して、
地域で療養しながら生活してい
る人とその家族を理解し、在宅
看護の基礎を学ぶ。

開講時期／
授業形態

通年／演習 後期／演習 通年／実習 通年／実習

授業回数／
授業時間数

８回／ 15時間 30回／ 60時間 集中（１グループ２週間）／ 80時間 集中（１グループ２週間）／ 80時間

受講人数
90人

※一部、半クラス編成で実施
90人

※原則、半クラス編成
89人

※１グループ５～６人
89人

※１グループ５～６人

〈遠隔授業導入後〉2020年度授業概要

変更後遠隔
授業回数
（日数）

遠隔講義 １回
遠隔演習 ３回
対面演習 ４回

※対面…半クラス

遠隔講義 13回
遠隔演習 10回
対面演習 ７回

※対面…半クラス

遠隔実習  8.5－10日
対面実習 1.5日－０日

※２～３グループ同時に実施

遠隔実習　7.5－10日
対面実習2.5日－０日

※２～３グループ同時に実施

授業の
工夫点

双方向性を担保する

・  遠隔演習では、講義動画と授
業資料に記載例を多用して説
明した。

・ 授業資料は登校日に合わせて
事前に配付または郵送した。

・ 遠隔演習では、学生がそれぞ
れのペースで個人ワークに取
り組み、手元の資料の記載欄
に記入するようにした。

・ LMSのフィードバック機能で
授業の感想や質問を受け付け
た。

・ LMSの フ ィ ー ド バ ッ ク 機 能
で、リアルタイムに学生の質
問に応える時間を設けた。

双方向性の担保と学びの共有

・ 遠隔演習のための映像教材を
作成した。

・ 各種オンラインサービスの映
像教材を活用した。

・ 遠隔演習に必要な物品を作成
し、学生に事前に配付した。

・ 演習内容を担当教員間で繰り
返し検討した。

・ 遠隔演習では、学生が自宅で
動画を視聴しながら個人ワー
クを行い、手順や留意点を理
解して、対面演習に臨んだ。

・ 学習成果をクラス全体で共有
した。

双方向性の担保と学びの共有

・ 遠隔実習で、学生は教員の演
じる模擬患者と関わり、プロ
セスレコードを記載した

・ Teamsで毎日カンファレンス
を実施し、学習内容を実習グ
ループ内で共有した。

・ 実習記録の一部では、LMSの
「課題」機能を活用した。教
員は提出された記録に毎日コ
メントをして学生に返信した。

双方向性の担保と学びの共有

・ Teamsを活用し、定時に実習
内容の報告を受けた。

・ Teamsで学習の進捗状況を確
認した。

・ 実習中は、随時、Teamsのチャッ
ト機能で各学生の質問に応じ
た。

・ TeamsのWeb会議システムで
カンファレンスを実施し、実
習グループ内で意見交換や学
びの共有を行った。

主体的学習を促す

・ テーマは学生自身が興味
・ 関心のあるものを選択した。
・ テーマについて調べる方法や

スケジュールは、学生が計画
した。

・ 課題の途中経過は、登校日に
レポートボックスへ提出させ
た。

・ 発表会は３回行い、最初の２
回は主に、学習成果を見直す
機会とした。

・ 発表会では、司会・タイムキー
パー・片付けと資料配付の役
割を分担し、グループごとに
進行した。

主体的学習を促す

・ ワークシートに、遠隔演習の
感想や気づきを書き込む記載
欄を設けた。

・ 遠隔演習の動画で対面演習の
オリエンテーションを行い、
演習方法を事前に説明した。

・ デモンストレーションを実施
せず、演習時間の確保を優先
した。

・ 対面演習では、各自が演習の
目標を立てて臨み、演習後に
自己評価を行った。

主体的学習を促す

・ 精神疾患患者の看護に関する
教育用動画を視聴後に、実習
グループでディスカッション
を行った上で、個々に紙上事
例を展開した。

主体的学習を促す

・ 在宅看護論実習における学習
を想定した実習課題（在宅看
護論のキーワードの学習、訪
問看護の紙上事例、在宅ケア
システムや多職種連携、国家
試験対策、緊急時

・ 災害時への対応）を設定した。
・ 実習課題では、講義動画や教

育用動画、YouTube等の視覚
教材を活用した。

・ ルーブリック自己評価表を作
成し、具体的な評価方法を示
した。

学びの共有と学生同士の交流を
促す

・ 学生の質問は、本人の許可を
得てクラス全体で共有した。

・ 対面演習では、自己紹介と、
アイスブレイクとしてゲーム
を実施した。ゲームには、教
員も参加した。

・ 発表会は、毎回新しいグルー
プ編成で行った。

・ 発表会では、「氏名・ニックネー
ム・趣味やはまっているもの・
地元で好きな場所やおすすめ
グルメ」を書いた紙を、学生
証のネームホルダーに貼って
参加するようにした。

―

対面実習の展開

・ 感染拡大防止の観点から、原
則遠隔実習を行うこととして
対面実習の時間を極力制限し
た。

・ 実習記録用紙などの資料を配
布した。

・ インターネット配信の制限が
あるDVD教材は、対面実習時
に視聴するようにした。

・ 実習室で身体拘束演習を行い、
学生は患者体験をした。

対面実習の展開

・ 対面実習ではオリエンテーショ
ンを実施した。

・ 実習室に模擬訪問看護ステー
ションと居室環境を再現し、
シミュレータを使用して２事
例のロールプレイ演習を実施
した。

・ 毎回カンファレンスを行い、
学生同士学びを共有した。

・ 訪問看護ステーションで実際
に使用されている様式で、患
者情報用紙を作成した。学生
はこの情報用紙から患者の情
報を収集するようにした。
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チャット機能で各学生の質問に応じた。学生

の主体的な学習を促すために、在宅看護論実

習における学習を想定した実習課題（在宅看

護論のキーワードの学習、訪問看護の紙上事

例、在宅ケアシステムや多職種連携、国家試

験対策、緊急時・災害時への対応）を設定し

た。対面実習の展開では、実習室に模擬訪問

看護ステーションと居室環境を再現し、シ

ミュレータを使用して２事例のロールプレイ

演習を実施した。

２．教員と学生の自由記述の分析

　教員の自由記述の分析結果を［教員の振り返

り］とし、学生の自由記述の分析結果を［学生の

受け止め］とした。

　はじめにそれぞれの自由記述の頻出語を抽出し

た。また抽出語の出現頻度と抽出語同士の関連性

を意味内容ごとに分類するために共起ネットワー

クの描画を行い、円の大きさと抽出語の出現回数

の目安、抽出語の関連性を示す Jaccard 係数を

図中に示した。出現パターンが似通った語同士は

グループ化され関連性ごとに異なる色で分類され

る。これをサブグラフと言いグループごとに点線

で囲んで01から番号を付記した。

　なお図中に表れている語には下線を記した。ま

た研究者によってサブグラフごとの意味内容を要

約したものを【　】とし、自由記述の抜粋は“　”

で示した。

　１）演習科目の［教員の振り返り］

　　⑴　［教員の振り返り］の頻出語

　　 　演習科目の78件の自由記述から頻出語を抽

出した。上位67位頻出語（最小出現回数３

回）を表２－⑴に示す。最も多かったのは学

生で、次に遠隔演習、LMS、内容等であった。

　　⑵　［教員の振り返り］の共起ネットワーク

　　 　共起ネットワークを図１－⑴に示した。抽

出語の最小出現回数を３回と設定したところ

11サブグラフが示された。

　　　① 　【自宅でも取り組める演習内容を検討

する】

　　　 　サブグラフ01には遠隔演習、内容、取り

組む、自宅などの語のまとまりがある。工

夫点の記述には、“既存の動画教材に頼ら

ず初学者が自宅で実践できる内容の動画教

材を作成することで遠隔演習に取り組む意

欲を向上させ学生が学習内容の理解を深め

たり技術習得を実感できるように心がけ

た”、“遠隔演習では、取り組む 内容が分

かるように、記載例を多用して説明した”

などがあった。改善点の記述には“遠隔演

習では看護学生としての身だしなみや態度

を養うのは難しい”、“遠隔演習は学生が実

際に取り組んでいるのか正しい方法で実施

しているのかが分からない”、“遠隔演習で

はペアやグループで協働して取り組んだ達

成感や充実感は得られない”などがあった。

　　　② 　【教員と学生間のつながりに LMS を活

用する】

　　　 　サブグラフ03には LMS、活用、確認、

遠隔講義などの語のまとまりがある。工夫

点では“遠隔演習の際に LMS の機能を活

用しオンラインで学生の質問に答えた”、

“遠隔講義や遠隔演習の際にはメールの活

用または他の授業で登校したタイミングを

活用し質問をすることができるようアナウ

ンスした”や、“遠隔講義の最後に国家試

験の過去問に取り組むことで理解度を確認

することができた”などがあった。改善点

では“遠隔講義や遠隔演習でのスタート

だったのでテーマを決める際に個々の疑問

に応えるという点で LMS やメールなどを

活用し補足指導をおこなったが声を掛ける

ことができなかった学生がいたかもしれな

い”などがあった。

　　　③ 　【遠隔演習では体験を通した学習を重

視する】

　　　 　サブグラフ04には演習、体験、課題など

の語のまとまりがある。工夫点として“排

泄援助技術の遠隔演習では膀胱留置カテー

テルのチューブを一部カットしたものと固

表１　タイトル
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定用テープを配布し、身体に固定し自宅で

数時間生活する体験をおこなわせカテーテ

ル留置による生活への影響や安全面につい

て考えたことを課題として提出した”、“遠

隔演習では習得したい技術や体験させたい

内容を課題として明示することで自宅での

実践に結び付けた”などの記述があった。

改善点として、“膀胱留置カテーテル装着

体験では少数ではあったがあっさりとした

内容の学生もおり遠隔での演習を自宅で

各々がおこなうことの限界があった”など

の記述があった。

　　　④　【教員と学生間で学びや情報を共有する】

　　　 　サブグラフ07には共有、フィードバック

の語のまとまりがある。工夫点には遠隔講

義や“遠隔演習の際には LMS でそれぞれ

の進捗状況を共有し学生同士が情報共有す

る機会を増やすようにした”、“学生からの

表2．演習科目：頻出語の抽出

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

学生 テーマ 向ける 自分 解決

遠隔演習 映像教材 講義 授業 学び

遠隔 作成 調べる 学生

内容 課題 自己成長 問題 活動

演習 看護 実際 共有 患者

時間 実施 社会人基礎力自己分析シート 見つける 看護

ロールプレイ演習 プロジェクト学習 受ける 考える 興味

教員 行う 場合 社会 交換

発表 実践 場面 出来る 向ける

活用 社会 状況 内容 考え

質問 習得 相談 必要 資料

対面演習 前 装着体験 意見 質問

確認 難しい 担当 援助 実感

技術 グループワーク 得る 遠隔 深まる

共有 コマ 反応 課題 他

考える ペア 必要 学ぶ 多い

自宅 意見 分かる 行う 対面

取り組む 援助 編集 思う 探究

授業 過去問 方法 自身 知る

体験 学習 目標 発表 分かる

フィードバック 活動 膀胱留置カテーテル クラスメイト 友達

遠隔講義 記入 グループワーク

患者 技術練習 テーマ

（2）学生の受け止め（出現回数2回以上；上位44位）（1）教員の振り返り（出現回数3回以上；上位67位）

表２　演習科目：頻出語の抽出

（1）教員の振り返り （2）学生の受け止め

図１　演習科目の共起ネットワーク
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質問内容は共有して良いか確認した上で質

問と回答をクラス全体へフィードバックし

た”などがあった。改善点として“他学

生との進捗状況の比較や共有が難しい”、

“遠隔授業では双方向性を目指し速やかな

フィードバックを行ったがオンデマンドで

あったためその場での学生の反応を確かめ

ることや意見を共有することができなかっ

た。リアルタイム授業を取り入れてもよ

かった”、“タイムリーな学習内容の共有や

フィードバックは難しい”などの記述が

あった。

　２）演習科目の［学生の受け止め］

　　⑴　［学生の受け止め］の頻出語

　　 　演習科目の26件の自由記述から頻出語を抽

出した。上位44位頻出語（最少出現回数２回）

を表２－⑵に示す。自分の頻出回数が最も多

く次に授業であった。

　　⑵　［学生の受け止め］の共起ネットワーク

　　 　［学生の受け止め・演習科目］の共起ネッ

トワークを図１－⑵に示した。抽出語の最小

出現回数を２回と設定したところ7サブグラ

フが示された。

　　　① 　【自分で調べた学習成果を学生同士で

共有できた】

　　　 　サブグラフ01には自分、調べる、共有、

内容、学ぶなどの語のまとまりがある。良

かった点の記述には“自分で調べて作成し

たものを皆と共有することができたのでよ

かった”、“興味を持って調べた内容をクラ

スメイトに共有することができた点。クラ

スメイトが調べた内容について分かりやす

く学ぶことができた点。自分の意見を共有

することの大事さを実感できた点”、“自分

が選択した課題を探究し成果物を生み出す

までの取り組み ･ 過程が自身の成長に繋

がったと感じた”などがあった。他に“自

分で課題を見つけ対策を考える能力を向上

させるための授業だと思った”がみられた。

　　　② 　【社会問題への関心が高まり発表を通

して考えが深まった】

　　　 　サブグラフ02には問題、社会、発表、深

まるなどの語のまとまりがある。良かっ

た点では“自分で社会 問題を見つけ自分

から取り組めたことで自分で見つけた社

会 問題について以前よりも考えが深まっ

た”、“私はこの授業で食品ロス問題を扱っ

て自分自身もこの問題についてフードバン

ク活動についてまたボランティアについて

興味がより深まったと思った。とても嬉し

い”などがあった。

　　　③ 　【看護援助の必要性を考えることがで

きた】

　　　　 　サブグラフ03には必要、援助、グルー

プワークなどの語のまとまりがある。良

かった点では“演習を通し臨床でどのよ

うな援助が必要かをグループワークを通

して考えることができた”、“遠隔授業で

おこなった援助もあったが病気に対する

援助を多く学びより患者中心の看護を意

識する必要があると改めて実感した”な

どがあった。

　　　④　改善して欲しい点

　　　　 　改善点の記述は２件あり“資料作りの

時間が短く資料の内容が雑になってし

まった”、“対面授業の講義室が寒すぎ

る”であった。

　３）実習科目の［教員の振り返り］

　　⑴　［教員の振り返り］の頻出語

　　 　実習科目の46件の自由記述から頻出語を抽

出した。上位60位頻出語（最小出現回数２

回）を表３－⑴に示す。最も多かったのは学

生で、次に教員、実習、Teams と続いた。

　　⑵　［教員の振り返り］の共起ネットワーク

　　 　共起ネットワークを図２－⑴に示した。抽

出語の最小出現回数を２回と設定したところ

８サブグラフが示された。

　　　① 　【Teams を活用して教員と学生同士が対

話する】

　　　　 　サブグラフ03には学生、教員、実習、

表１　タイトル
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Teams などの語のまとまりがみられ

る。工夫点の記述には“学生が孤立せ

ずに課題に取り組むことが出来るよう

Teams で連続した会議日程を組み必要

に応じてグループメンバーでつながり意

見交換等をしながら課題に取り組んでも

良いと伝えた”、“学生の課題への取り組

み時間と Teams での対話の時間のバラ

ンスを考慮し Teams での対話の時間を

多く持った”などがあった。改善点とし

て“遠隔実習では学生と連絡がつかない

ことがありタイムリーな指導が出来ない

ことがあった”、“Teams 操作に不慣れ

で動画の遠隔配信に不具合があった”な

どがみられた。

　　　② 　【実習記録へのコメントや意見交換で

教員と学生同士がつながる】

　　　 　サブグラフ05では LMS、見る、意見交

換などの語のまとまりがある。工夫点では

“毎日の記録は LMS での提出とし教員は

遅くとも翌日までにコメントをつけ返却し

た”、“動画を見せた上で学生間での意見交

（1）教員の振り返り （2）学生の受け止め

図２　実習科目の共起ネットワーク

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

学生 事例展開 共有 患者 一つ一つ 異なる

教員 対面実習 近づける 良かった 学び 違う

実習 シミュレーション 見る カンファレンス 感じる 映画

確認 参加 遠隔実習 関わり 課題

行う 教育用動画 事例検討 学ぶ 視聴 活用

出来る 紙上事例 疾患 教員 視点 見る

遠隔実習 時間 実践 紙上事例 実習 考え方

実施 取り組む 理解 多い 在宅療養者

課題 動画 取り入れる 臨地実習 訪問 思う

指導 不足 授業 グループメンバー 学習 指導

カンファレンス 理解 深める 看護 気づ 事例展開

作成 ALS療養者 操作 考える 具体的 場面

事例 対話 実際 在宅看護 説明

内容 コメント 提出 教育用動画 疾患 想像

グループ 映像 不慣れ 自分 質問 必要

意見交換 応じる 複数 意見交換 丁寧 様々

異なる 解説 訪問看護ステーション 学べる 動画

活用 学内 毎日 時間 複数

関わる 患者 翌日 深める たくさん

記録 記載 臨地実習 行う ケア

（1）教員の振り返り（出現回数2回以上；上位60位） （2）学生の受け止め（出現回数3回以上；上位56位）

表３　実習科目：頻出語の抽出
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換をし教員は学生間の意見交換で不足した

内容について解説を加えた”、“協力を得ら

れた実習施設に実習が出来なかった学生向

けメッセージを文字、映像などで作成して

いただき実習最終日に LMS で学生が見ら

れるようにした”などがみられた。

　　　③ 　【紙上事例とシミュレーションで対象を理

解する】

　　　 　サブグラフ06ではカンファレンスや事

例、異なる、共有などの語のまとまりがあ

る。記述には“学生は異なる 事例を個人

作業で事例展開をした後、カンファレンス

で全ての事例について事例検討し共有し

た”、“遠隔実習では課題に沿った動画の視

聴や Teams によるカンファレンスを実施

した”、“ALS 療養者の事例展開としシミュ

レータで気切部のケア・人工呼吸器の管

理・胃ろうのケアを学べるようにした”、

“学内に受け持ち事例の居室環境を整備し

シミュレーションによる訪問看護を実施し

た”などがみられた。改善点では“事例展

開の記録を実習期間中に確認が出来ず提出

後に不足を感じる場合があった”の記述が

あった。

　４）実習科目の［学生の受け止め］

　　⑴　［学生の受け止め］の頻出語

　　 　実習科目の57件の自由記述から頻出語を抽

出した。上位56位頻出語（最少出現回数３回）

を表３－⑵に示す。患者の頻出回数が最も多

く次に良かったであった。

　　⑵　［学生の受け止め］の共起ネットワーク

　　 　共起ネットワークを図２－⑵に示した。抽

出語の最小出現回数を３回と設定したところ

８サブグラフが示された。

　　　① 　【カンファレンスでのグループメン

バーとの意見交換で学んだ】

　　　 　サブグラフ01にはカンファレンス、意見

交換、グループメンバー、良かったなどの

語のまとまりがある。良かった点は“カン

ファレンスでグループメンバーと意見交換

や学びを聞くことで視野を広げることがで

きた”、“カンファレンスを通して自分には

ない考え方を知ることができ多くの学びを

得られたことは良かったことだと感じる”

などがあった。

　　　② 　【一つ一つ紙上事例で患者を考えるこ

とができた】

　　　 　サブグラフ03には紙上事例、患者、考え

る、一つ一つなどの語のまとまりがある。

良かった点では“一つ一つ丁寧に紙上事例

に取り組みグループメンバーで共有したこ

とでより多くの視点で考えられた”、“臨地

実習ができなくても具体的な紙上事例で患

者を想像して看護を考えることができた”

などがみられた。

　　　③ 　【質問に対して教員が丁寧に説明して

くれた】

　　　 　サブグラフ07には質問、丁寧、説明の語

のまとまりがある。良かった点では“遠隔

実習だったが質問やわからないことに対し

チャットなどを通してわかりやすく丁寧に

教えていただいた”、“質問や意見に対して

丁寧な説明があったので理解しやすく進め

ることができたので良かった”などがみら

れた。

　　　④　改善して欲しい点

　　　 　改善点の記述は７件あり“オンラインで

DVD 視聴の時映像が動かないことがあっ

たため個人にリンクを送るなどして対応し

て欲しい”、“遠隔実習ではカンファレンス

は毎日しなくてもいいと思う”、“遠隔実習

では一人で課題と向き合う時間が多いため

カンファレンスの回数を増やし他メンバー

と意見交換する機会がもっとあると良いと

思った”、“看護計画やそのアセスメントに

ついても個別に指導いただける時間がある

ともっと良かったと思う”、“課題が多かっ

た”、“施設に行きたかった（２件）”とい

う記述であった。

表１　タイトル
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Ⅴ．考　察

　［教員の振り返り］と［学生の受け止め］の分

析結果から、教員はどのようなことに主眼を置い

て授業を展開したのか、学生はどのように受け止

めたのか、遠隔授業を展開する上で重要なことは

何か、の３つの観点から考察する。

１．演習科目

　１）授業展開における教員の主眼

　　⑴　学生の体験や実践を重視する

　　 　【自宅でも取り組める演習内容を検討す

る】、【遠隔演習では体験を通した学習を重視

する】の要約から、学生自身の体験や実践を

重視した授業展開を工夫していたことが示さ

れた。研究対象の２つの演習科目は本来、講

義室や実習室で行うグループワークや技術演

習を通して学習する科目である。そのため遠

隔演習であっても体験や実践を通して学習さ

せたいと考え、自宅でも学生一人で取り組め

る演習の方法を、担当教員らで繰り返し検討

した。

　　 　藤岡ら［20］は体験学習には体験から得ら

れる「そうだったのか」という発見や気づき

が学習への興味を深め、からだや心の苦痛や

快・不快などの感覚の体験からどのような援

助をすればよいかという方法論を学び、頭の

中で考えて想像するだけではわからなかった

ことも自らが体験することで思わぬヒントを

得られるといった効果があると述べている。

「演習はオンラインでは限界がある」とも考

えられているが［2］、研究対象とした２つの

演習科目では遠隔演習に体験と実践を取り入

れる工夫をしており、教員の創意工夫があれ

ば効果的な遠隔演習の実現も可能であること

が示された。

　　⑵ 　教員と学生や学生同士のつながりを重視

する

　　 　【教員と学生間のつながりに LMS を活用

する】、【教員と学生間で学びや情報を共有す

る】の要約から、遠隔授業において教員と学

生や学生同士が双方向のつながりをもてるよ

う工夫していたことが示された。対面授業が

制限された状況下において LMS を活用した

学生同士の情報共有や、教員から学生への

フィードバックにより双方向性を確保する工

夫を行っていた。

　　 　渡邉［21］はコロナ禍以前に LMS を活用

したフィードバックコメントの効果について

検証し、「学生が授業で困ったことについて

教員が把握でき学生が自分の気持ちを吐き出

すためにも重要」で「次の授業でも頑張ろう

という意欲につながる」とし「学生と教員の

信頼関係を構築するための情報が提供される

ことがある」と述べている。このことからも

LMS の機能の有効活用は教員と学生や学生

同士をつなげる手段となると考えられる。し

かしオンデマンド型の授業は授業の質を維持

するためにフィードバックに膨大な時間をか

ける必要があり担当科目数が多い教員の負担

は大きい［22］。遠隔演習では約90名の学生

を１名の教員が担当するため、限られた時間

の中で双方向性を確保する方法を今後も模索

する必要がある。

　２）受講した学生の受け止め

　　⑴ 　主体的に学習に取り組み学習意欲が高

まった

　　 　【自分で調べた学習成果を学生同士で共有

できた】、【社会問題への関心が高まり発表を

通して考えが深まった】の要約から授業課題

の成果をクラスメイトと発表し合う体験を通

して課題への関心が高まり、学生自身の考え

を深化させることにつながったことが示され

た。これらの要約は課題探究ゼミナールⅠと

関連しており、全８回の授業のうち発表会を

含む４回で対面授業を実施できたことが学生

の満足度に影響していると考えられる。

　　 　また課題探究ゼミナールⅠの遠隔演習で

は、学生自身が興味関心のある社会問題を取

り上げてその問題を解決する方法を発表し誰
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か（クラスメイト）の役に立つことをゴール

として学生が個々に課題に取り組む時間が大

半であった。学生の自由記述には“自分が選

択した課題を探究し成果物を生み出すまでの

取り組み ･過程が自身の成長に繋がったと感

じた”や、“自分で課題を見つけ対策を考え

る能力を向上させるための授業だと思った”

などがあり、遠隔演習であっても学習意欲を

維持しながら課題に取り組んでいたことが分

かる。畑野ら［23］は「大学生が自分自身の

目指すべき自己や社会的自己（心理社会的自

己同一性）を明確にすることができれば内発

的動機づけを高めさらに主体的に学ぶように

なる可能性」を示唆している。

　　 　このことから教員が学生の知的好奇心を高

めその学習が学生にとってどのような意味を

持つのかを示すことができれば、遠隔授業で

あっても学習課題に対して主体的に取り組み

学習意欲を高めることは可能であると考えら

れる。

　　⑵ 　看護援助の必要性を考え学ぶことができ

た

　　 　【看護援助の必要性を考えることができ

た】の要約は基礎看護技術Ⅳと関連してい

る。基礎看護技術Ⅳは全30回の授業のうち対

面授業が実施できたのは７回で、看護技術の

大半を遠隔演習で学習した。授業の到達目標

は演習を通して「できる」ようになることか

ら、体験を通して「分かる」や「考える」へ

と方向転換した。そのため教員は意図的に

ワークシートやレポートで考えたことや気づ

きを記載させた。学生に教員の意図が伝わり

“グループワークを通して考えることができ

た”や“患者中心の看護を意識する必要があ

る”と受け止めたのだと考える。清水ら［16］

によると学生は遠隔演習で看護技術を学ぶこ

とについて「動画で分かったつもりでもいざ

となるとできなさそうで不安」や「あってい

るのか間違っているのか判断が難しい」との

意見があり動画の視聴やシミュレーションだ

けでは技術を「理解する」ことはできても「実

施する」ことに不安が残ると指摘している。

　　 　このことから遠隔演習では看護の必要性を

理解することは可能であるが、看護技術の習

得のためには感染対策を講じた上で可能な限

り学生が実践から学べる機会を確保する必要

があると考える。

　３）遠隔授業を展開する上で重要なこと

　 　演習科目においては学生同士の情報共有と関

心の拡大が見られ、学生と教員からのフィード

バックとで学習意欲を高めた学生は、新たな学

びと満足感を得ていたことが理解できる。遠隔

演習の難しさは、自宅という環境下で学習する

ことの限界をふまえながら、各技術項目の学習

の重点を絞って指導することにある。そのため

遠隔演習の内容を決めるまでに教員間で何度も

検討を重ね演習の目標を吟味した。教員がねら

いとした授業目標を達成するために、感染対策

を図りながら遠隔授業と対面授業を織り交ぜた

授業展開としたことや、LMS を駆使し意見共

有やフィードバックを行う等の工夫を凝らした

ことにより、学生が主体的に考え実践を通して

学びを深め満足感へとつながったと考えられ

る。

　 　演習の２科目の学生の分析データからは遠隔

授業のデメリットと考えられる記載はなかっ

た。これは対面授業等のキャンパスライフをほ

とんど経験できなかった１年生では、従来の対

面授業と遠隔授業を比較できないことが背景に

あると考えられる。またはコロナ禍の緊急事態

宣言下にありながら、あらゆる方法で学習の機

会が継続的に得られたことを学生は肯定的に捉

えていたとも考えられる。

　 　一方でコロナ禍において一人で学習に取り組

んでいる学生は孤独感や孤立感を感じていたと

考えられる。梶谷［24］は COVID －19パンデ

ミックによる大学の閉鎖は学生が築いてきた繋

がりを弱め孤独感や孤立感を生むと指摘してお

り、本学科の１年生も対面の機会が少ない中で

クラスメイトとのつながりを築くことは困難で

表１　タイトル
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あったと考える。対面授業は１年生にとってク

ラスメイトと交流し情報共有できる貴重な機会

となる。万全の感染対策を講じることを前提と

して対面授業を実施する方策を検討する必要が

あると考える。

　 　以上より、遠隔授業を展開する上では双方向

のコミュニケーションの工夫が重要であり、ま

た１年生にとっては学生間の交流の機会として

の対面授業の位置づけを認識し、授業を展開し

ていく必要があることが示唆された。

２．実習科目

　１）授業展開における教員の主眼

　　⑴ 　教員と学生や学生同士の学びの共有を重

視する

　　 　【Teams を活用して教員と学生同士が対話

する】、【実習記録へのコメントや意見交換で

教員と学生同士がつながる】の要約から教員

と学生あるいは学生同士が物理的距離のあ

る中でもつながり、カンファレンスやグルー

プワークによる意見交換により学びを共有し

ていたことが示された。精神看護学実習はコ

ミュニケーションを通し対象者を理解する科

目で、在宅看護論実習は療養者の自宅や訪問

看護ステーションなどの施設に出向き、看護

記録や看護師の行為の見学を通し療養者や看

護を理解することが主である。ともに、学生

は看護の視点で対象者をどうとらえるかが重

要になる。精神科の看護師の臨床判断の特徴

の１つに、患者の個別的な行動特性や本来の

患者像、過去の病状などの基準に照らしその

意味を読み取ることがある［25］。在宅看護

でも療養の主体は生活者である療養者とその

家族であり、その主体は個別的かつ多様であ

るため訪問看護には多面的な視点による総合

的理解が必要である［26］。本科目は、対象

者の個別性を把握し看護につなげる必要があ

るが、視聴覚教材の視聴や紙上事例での看護

展開では、学生は対象者をイメージすること

は難しい。遠隔実習では臨地実習時以上に、

教員と学生、学生間での意見交換を行った。

そのことが多様なライフステージにあり、疾

患や障害による生活への影響が多彩で多様な

価値観を持つ対象者への理解を深めることに

つながったと考えられた。

　　⑵　臨地実習の学びに近づける

　　 　【紙上事例とシミュレーションで対象を理

解する】の要約から、臨地実習と同等の教育

を担保するために、遠隔実習と対面実習での

内容と方法を工夫したことが示された。

　　 　多様な場や人を対象として学ぶ看護学実習

において育成される能力に、看護の受け手と

の関係形成の能力、チーム医療において必要

とされる対人関係能力や倫理観がある［27］。

これまで精神看護学実習は精神科病院、在宅

看護論実習は療養者の自宅という「場」で実

施してきた。香川は、看護学生は臨地実習で

対象者や看護師との学内とは異なる相互作用

を通し、教科書的知識を批判し柔軟に変更す

べきものと変化させる、それは学内－臨地間

の緊張関係によって引き起こされると述べて

いる［28］。遠隔実習では、学生が対象者や

「場」の特性を視覚的に理解できるよう教育

用動画や YouTube、その他の動画を活用し

た上で、複数の紙上事例を用い学生が学び合

えるように実習内容を組み立てた。精神看

護学実習では、Teams を用い教員が精神疾

患のある模擬患者となり、学生がロールプレ

イをした場面をプロセスレコードで振り返っ

た。在宅看護論実習では実習室に訪問看護ス

テーションを作り、シミュレーション学習を

行うことで臨地実習に近づける努力をした結

果、それらは学生には好意的に受け止められ

た。

　　 　しかしながら学内実習で学生が関わる人は

グループの学生と教員に限られ、学内実習や

自宅で行う遠隔実習では臨地実習のような緊

張感は得られず、ロールプレイやシミュレー

ションによる対象者と学生の相互作用は限定

的であったと考えられた。教員は臨地実習に
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近づける工夫はしたものの、臨地実習と同等

な教育に近づけることには限界があると考え

られた。

　２）受講した学生の受け止め

　 　実習科目では教員と学生の頻出語や共起ネッ

トワークの要約に共通点がみられた。このことは

教員が実習で工夫したことと学生の受け止めが

ある程度合致していたことを示すと考えられる。

　　⑴　孤立せずにじっくり考える

　　 　【一つ一つ紙上事例で患者を考えることが

できた】、【質問に対して教員が丁寧に説明し

てくれた】の要約から、学生は遠隔実習では

自宅で１人で取り組まなければならないが、

教員が質問に対応するなどで孤立することな

く、紙上事例に時間をかけて取り組めたこと

が示された。樋口らは少人数の演習・実習は

対面授業の必要性が高いといわれるが、オン

ラインの方が効果的な部分がないとも限らな

いと述べている［29］。実習科目では教員１

名が５、６名の少人数の学生に指導するた

め、LMS や Teams を活用して質問に答える

ことは決して難しいことではなかった。特に

Teams の機能には学生が質問した時にすぐ

に対応できる即時性があった。少人数で行わ

れる実習科目であったからこそ教員は学生に

対応でき、そのことで学生はじっくりと考え

ながら学習できたと受け止めたのだと考えら

れた。特に自律性が高い学生は、自分のペー

スで紙上事例に取り組むことができる。少人

数担当制では遠隔授業であっても学生に適時

に対応でき、学生が考えることを促進したと

考える。

　　⑵　カンファレンスでの意見交換で学ぶ

　　 　【カンファレンスでのグループメンバーと

の意見交換で学んだ】は分析対象とした２つ

の実習に共通していた。カンファレンスは臨

地実習でも行われる学習であるが、遠隔実習

でも学びにつながったと学生がとらえていた

ことが示された。教員もまたカンファレンス

での学びを工夫点として挙げていた。学生に

とって意味のあるカンファレンスを成立させ

ていくための教育上の手がかりとして中西ら

は、実習におけるカンファレンスでは教員は

運営の主導権を取らずに、学生が自ら発見し

たり掴んだりできるようなファシリテーター

としての役割を果たすことなどを提言して

いる［30］。遠隔実習でのカンファレンスに

は Teams が利用された。Teams では PC 等

の画面を通し主に言語的な情報が微妙なタイ

ムラグがある中でコミュニケーションが行わ

れる。画面を注視していなければ視覚情報は

得にくくその他の非言語的情報を得ることが

難しいのが現状であった。それでも学生は

Teams でのカンファレンスを良かったこと

としてとらえていた。教員は Teams でのカ

ンファレンスの特性もふまえながら学生の意

見交換を促進した結果、学生は他学生とのコ

ミュニケーションを通し考え方の違いに気づ

き、学びを深化させていた。

　３）遠隔実習を展開する上で重要なこと

　 　実習科目は2020年５月中旬から開講されたた

め教員は臨地ではない場で行う実習内容を検討

する時間が十分にあったとは言えず、さらに教

員は遠隔実習のツールであった LMS や Teams
の活用方法の理解も十分であったとは言い難

い。学生からも実習科目の改善点として教員

の不慣れな Teams 操作が挙げられた。その他

の改善点として、看護展開への実習中の個別指

導が欲しいこと、課題の多さへの意見もみられ

た。これらを遠隔授業で行うためには遠隔授業

のツールに対する知識や技術が必要になる。加

えて教員の実習科目の教授に対するパラダイム

シフトの必要性も読み取れる。

　 　限られた時間の中で準備をした結果、今回の

遠隔実習では実習目標に向けて意図的に用いる

教材や指導方法を吟味し学生と関わりを持つこ

とが出来た。実習科目では複数の教員が関わる

ため、事前に教員間で指導方法の統一を図るこ

とにより実習目標達成につなげられることが報

告されている［７］。このことより遠隔実習に

表１　タイトル



－ 21 －

コロナ禍における遠隔授業を導入した演習・実習科目の教員の振り返りと看護学生の受け止め

おいても教員間のコミュニケーションは必須で

ある。

　 　以上、実習科目の教員の振り返りと学生の受

け止めから、遠隔授業を実施する場合において

も学生と教員間、学生間の双方向のコミュニ

ケーションの工夫が重要であること、学内実習

や遠隔実習を臨地実習に近づけるには限界もあ

ることが示唆され、遠隔実習と対面実習のメ

リットを生かしたより効果的な臨地実習のあり

様を再考する必要性、具体的には対象者や場と

の相互作用や緊張感を意識した実習内容の組み

立ての検討が必要であると考えられた。

　 　学生は臨地実習で看護を体験する機会がなけ

れば学習した知識を統合し実践することや、学

習内容と臨地での違いによる葛藤を学ぶことが

難しい。貴重な臨地実習での学修をより効果的

なものにするために、今回の遠隔実習で得られ

た知見は今後の学内演習もしくは遠隔演習でも

活用できるものと考える。

Ⅵ．結　論

　2020年度後期に実施した遠隔授業の実践を振り

返り、教員が授業で工夫した点および改善点と、

受講した学生の受け止め方を明らかにし、以下の

授業展開への示唆が得られた。

① 遠隔授業を展開する上でも対面授業と同様に

LMS や Teams などを用いて学生と教員間、学

生間の双方向のコミュニケーションの工夫が重

要である。

② 入学して間もない１年生には学生間の交流の機

会としての対面授業の位置づけを教員が認識し

授業を展開していく必要がある

③ 遠隔実習と対面実習のメリットを生かしたより

効果的な臨地実習のあり様を再考する必要性、

具体的には対象者や場との相互作用や緊張感を

意識した実習内容の組み立ての検討も必要であ

る。

Ⅶ．本研究の限界と課題

　本研究の教員の分析データは科目を担当した教

員自身が記載したため、遠隔授業の工夫点を客観

的に示すには限界がある。また４科目を対象とし

たため各科目の詳細な分析には至らなかった。学

生の分析データにおいては授業評価の中の自由記

述であることから、データ数が少なく受講した学

生の意見を十分に反映しているとは考えにくい。

　本稿では学生の授業評価が高い科目を研究対象

としたが、看護教育における効果的な遠隔授業の

展開を検討するには、遠隔授業を導入したその他

の科目の実践内容も明らかにし、今後の授業展開

の手がかりを検討していきたいと考える。

おわりに

　本研究の研究プロセス自体が、コロナ禍で本学

の教員同士での苦心した取り組みを共有するはじ

めての機会となった。コロナ禍の収束後もニュー

ノーマルな教育の形としてのハイブリット型の授

業展開にもつながるものと考える。
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